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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第64期

第２四半期累計期間
第65期

第２四半期累計期間
第64期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 5,201,207 4,817,970 10,901,626

経常利益 (千円) 89,213 68,101 287,142

四半期(当期)純利益 (千円) 58,505 92,841 309,451

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) 2,343,871 2,343,871 2,343,871

発行済株式総数 (千株) 28,373 28,373 28,373

純資産額 (千円) 3,265,299 3,596,513 3,520,195

総資産額 (千円) 10,000,264 10,238,438 10,069,409

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 2.06 3.27 10.91

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ 2.0

自己資本比率 (％) 32.7 35.1 35.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 164,282 △76,801 466,406

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 151,332 △191,308 △ 255,266

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 143,675 253,499 △ 353,141

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 978,294 952,407 967,017
 

 

回次
第64期

第２四半期会計期間
第65期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 1.70 △0.35
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．関連会社の持分法を適用した場合の投資利益は、利益基準及び剰余金基準から見て重要性が乏しいため、記

載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期累計期間における我が国経済は、政府による積極的な経済政策と日銀の金融緩和策の推進によ

り、緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、消費税増税の反動や天候不順の影響等で個人消費が伸び

悩み、また、急速な円安による輸入原材料と原油価格の上昇が企業収益を圧迫するなど、景気の下振れが懸念さ

れる状況となりました。

当社と関連の深い住宅業界におきましては、消費税増税前の駆け込み需要の反動減が続いており、新設住宅着

工戸数は平成26年４月から８月までの累計で前年比11.0％の大幅な減少となりました。

当該期間の業績につきましては、住宅の着工減を背景にＭＤＦの販売量は、主に建材向けを中心に大幅な減少

となりました。また、販売価格は、需給のバランスが崩れ弱含みの傾向となりました。

　生産面においては、販売量の落ち込みによる生産調整の影響が大きく、生産量が大幅に減少したため製造原価

の固定費比率が上昇し、コストアップとなりました。

この結果、当第２四半期累計期間の売上高は48億17百万円（前年同期比7.4%減）、営業利益は82百万円（同

29.5%減）、経常利益は68百万円（同 23.7%減）、四半期純利益は退職給付制度改定益の計上などにより、92百万

円（同 58.7%増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

①資産

流動資産は、前事業年度末に比べて98百万円増加し、43億74百万円となりました。これは主に商品及び製品、

仕掛品の増加と受取手形及び売掛金の減少によるものです。

固定資産は、前事業年度末に比べて70百万円増加し、58億63百万円となりました。これは主に有形固定資産の

減少と投資有価証券の増加によるものです。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて１億69百万円増加し、102億38百万円となりました。
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②負債

流動負債は、前事業年度末に比べて44百万円増加し、41億18百万円となりました。これは主に短期借入金の増

加と支払手形及び買掛金と1年内償還予定の社債の減少によるものです。

固定負債は、前事業年度末に比べて47百万円増加し、25億23百万円となりました。これは主に長期借入金とそ

の他の増加と退職給付引当金の減少によるものです。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて92百万円増加し、66億41百万円となりました。

③純資産

純資産は、前事業年度末に比べて76百万円増加し、35億96百万円となりました。これは主に利益剰余金と評

価・換算差額の増加によるものです。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ14百万円

減少し、９億52百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって使用した資金は、76百万円（前年同期は１億64百万円の収入）となりました。主な増加要因

は、税引前四半期純利益と減価償却費、及び売上債権の減少によるものです。主な減少要因は、退職給付引当金

の減少とたな卸資産の増加及び割引手形の減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって使用した資金は、１億91百万円（前年同期は１億51百万円の支出）となりました。これは主

に投資有価証券及び有形固定資産の取得によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって得られた資金は、２億53百万円（前年同期は１億43百万円の支出）となりました。主な増加

要因は、短期借入金と長期借入金の純増額によるものです。主な減少要因は、社債の償還と配当金の支払による

ものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費は、25百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 99,713,700

計 99,713,700
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,373,005 同左
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は
100株であります。

計 28,373,005 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年９月30日 ─ 28,373 ─ 2,343,871 ─ ─
 

 

(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

兼松㈱ 東京都港区芝浦１丁目２番１号 7,522 26.51

大建工業㈱ 大阪市北区堂島１丁目６番20号 4,227 14.89

國分哲夫 奈良県奈良市富雄川西 1,423 5.01

永大産業㈱ 大阪市住之江区平林南２丁目10番60号 1,000 3.52

ホクシン取引先持株会 岸和田市木材町17番地２ 836 2.94

日本トラスティ・サービス信託
銀行㈱（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 476 1.67

㈱池田泉州銀行 大阪市北区茶屋町18番14号 430 1.51

日本マスタートラスト信託銀行
㈱（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 272 0.96

ホクシン従業員持株会 岸和田市木材町17番地２ 263 0.92

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町１丁目13番２号 200 0.70

計 ― 16,653 58.69
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 19,000
 

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

28,330,000
283,300 ―

単元未満株式 普通株式 24,005
 

 

― ―

発行済株式総数 28,373,005 ― ―

総株主の議決権 ― 283,300 ―
 

(注) 「単元未満株式」の株式数欄には、当社所有の自己株式42株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
ホクシン㈱

岸和田市木材町17番地２ 19,000 ─ 19,000 0.07

計 ― 19,000 ─ 19,000 0.07
 

(注)　上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が200株（議決権２個）

あります。なお、当該株式数は、上記「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

専務取締役
(管理部長)

常務取締役
兼常務執行役員
(管理部長)

西丸 義孝 平成26年７月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 967,017 952,407

  受取手形及び売掛金 1,533,997 1,358,665

  商品及び製品 855,375 1,040,283

  仕掛品 209,120 265,180

  原材料及び貯蔵品 639,394 688,286

  その他 71,345 69,924

  流動資産合計 4,276,251 4,374,748

 固定資産   

  有形固定資産   

   機械及び装置（純額） 1,437,046 1,401,528

   土地 3,031,507 3,031,507

   その他（純額） 628,800 629,070

   有形固定資産合計 5,097,354 5,062,105

  無形固定資産 14,993 13,958

  投資その他の資産   

   投資有価証券 663,140 772,683

   その他 23,770 21,041

   貸倒引当金 △6,100 △6,100

   投資その他の資産合計 680,810 787,625

  固定資産合計 5,793,157 5,863,689

 資産合計 10,069,409 10,238,438
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,937,215 1,905,159

  短期借入金 1,000,000 1,200,000

  1年内償還予定の社債 50,000 ―

  1年内返済予定の長期借入金 740,003 728,337

  未払法人税等 1,893 4,873

  賞与引当金 103,050 82,700

  その他 241,558 197,598

  流動負債合計 4,073,720 4,118,668

 固定負債   

  長期借入金 1,830,000 2,005,000

  繰延税金負債 196,862 210,937

  退職給付引当金 290,406 108,603

  環境対策引当金 20,005 20,199

  その他 138,219 178,515

  固定負債合計 2,475,493 2,523,256

 負債合計 6,549,213 6,641,925

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,343,871 2,343,871

  利益剰余金 1,142,242 1,178,375

  自己株式 △3,280 △3,327

  株主資本合計 3,482,832 3,518,918

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 30,314 55,732

  繰延ヘッジ損益 7,048 21,862

  評価・換算差額等合計 37,362 77,595

 純資産合計 3,520,195 3,596,513

負債純資産合計 10,069,409 10,238,438
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 5,201,207 4,817,970

売上原価 4,501,128 4,186,674

売上総利益 700,078 631,296

販売費及び一般管理費 ※  583,020 ※  548,727

営業利益 117,058 82,568

営業外収益   

 受取利息及び配当金 6,340 11,942

 業務受託料 5,700 7,800

 その他 2,613 4,532

 営業外収益合計 14,653 24,275

営業外費用   

 支払利息 27,220 23,810

 売上割引 7,906 8,259

 その他 7,371 6,672

 営業外費用合計 42,498 38,742

経常利益 89,213 68,101

特別利益   

 退職給付制度改定益 ― 31,387

 特別利益合計 ― 31,387

特別損失   

 固定資産除却損 24,058 4,282

 特別損失合計 24,058 4,282

税引前四半期純利益 65,154 95,206

法人税、住民税及び事業税 6,648 2,364

法人税等合計 6,648 2,364

四半期純利益 58,505 92,841
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 65,154 95,206

 減価償却費 120,494 113,819

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △25,456 △178,083

 賞与引当金の増減額（△は減少） △8,600 △32,050

 受取利息及び受取配当金 △6,340 △11,942

 支払利息 27,220 23,810

 固定資産除却損 24,058 4,282

 売上債権の増減額（△は増加） 150,187 394,233

 たな卸資産の増減額（△は増加） 210,365 △290,317

 未払消費税等の増減額（△は減少） 17,790 △11,216

 仕入債務の増減額（△は減少） △228,626 △28,651

 割引手形の増減額（△は減少） △162,228 △218,901

 その他 30,956 78,632

 小計 214,976 △61,177

 利息及び配当金の受取額 6,340 11,942

 利息の支払額 △28,076 △22,972

 災害損失の支払額 ― △5,339

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △28,956 745

 営業活動によるキャッシュ・フロー 164,282 △76,801

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 ― △70,049

 有形固定資産の取得による支出 △156,044 △121,189

 無形固定資産の取得による支出 △2,716 △830

 貸付金の回収による収入 2,783 446

 その他 4,645 314

 投資活動によるキャッシュ・フロー △151,332 △191,308

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 200,000

 長期借入れによる収入 700,000 600,000

 長期借入金の返済による支出 △615,032 △436,666

 社債の償還による支出 △83,000 △50,000

 配当金の支払額 △42,532 △56,708

 その他 △3,111 △3,126

 財務活動によるキャッシュ・フロー △143,675 253,499

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △130,724 △14,610

現金及び現金同等物の期首残高 1,109,018 967,017

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  978,294 ※  952,407
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【注記事項】

(追加情報）

退職給付制度の改定

当社は、平成26年４月１日に確定給付企業年金制度の一部を確定拠出年金制度へ移行したことにより、「退職給

付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理

に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号）を適用し、確定拠出年金制度への移行部分について退職給付制

度の一部終了の処理を行い、特別利益として31,387千円を計上しております。

(四半期貸借対照表関係)

手形割引高

 

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

受取手形割引高 1,435,739千円 1,216,838千円
 

 

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

運賃荷役費 321,419 千円 295,781 千円

賞与引当金繰入額 18,100 〃 14,500 〃

退職給付費用 △1,292 〃 5,230 〃
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであ

ります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金 978,294 千円 952,407 千円

現金及び現金同等物 978,294 千円 952,407 千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 42,532 1.50 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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当第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 56,708 2.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

(持分法損益等)

当社が有している関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記

載を省略しております。　

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業セグメントは、ＭＤＦ事業の単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を

省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 2円6銭 3円27銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 58,505 92,841

   普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 58,505 92,841

   普通株式の期中平均株式数(千株) 28,354 28,354
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成26年11月４日

ホ　ク　シ　ン　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中

あらた監査法人
 
指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士　萩森　正彦　印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホクシン株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第65期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ホクシン株式会社の平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　以 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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